

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































低圧部（塩水冷却槽、 冷却器、 攪拌器、 アツキ
ムレータープラインコイル、ポンプ、其他一
式）代金,40円、温湿度調整装置（空気清浄
冷却機、送風機、噴霧用ポンプ各台、プライ
ン、蒸気、通気管一式）、代金1,20円、電動
機（1台、2馬力）・工業薬品（代金,40円）、
絶縁工事（代金11,0円）、据付工事費2,20
円である。合計4,0円に上る。蚕業試験所
は、蚕種製造上十全な施行のため、建物1棟内
に冷蔵庫、催青室、温湿度調整装置（キャリヤ
ー式）の設置を求めていた。（11）
片倉蚕業試験所の敷地（昭和興業株式会社所
有地）を買収する案件が、1（昭和11）年
月日開催の片倉取締役会において審議・許可
される（11）。昭和興業株式会社所有地（＝上記
敷地）の内訳は、宅地1,坪4、田畑1,14
坪、合計,00坪4であり、この買受代金は、
,0円銭（坪当り12円）であった。
ところで、前述の如く、1（昭和）年2
月2日開催の片倉取締役会において、片倉蚕
業試験所の蚕室其他付属建物増設の案件が「保
留」とされたが、同年月1日に開催の片倉
取締役会に鹿児島県揖宿郡頴娃村川尻に片倉蚕
業試験所出張所を設置する案件が提出される（11）。
蚕種製造家「黒松伝七氏ノ蚕室ヲ買収シ原蚕
飼育ヲナシ原蚕種製造ヲ行フ見込」みであっ
た。片倉取締役会の審議結果は、「更ニ調査ノ
上提案スル事」に決定する。その後およそ1年
を経た翌4（昭和）年月日開催の片倉取
締役会に片倉蚕業試験所川尻出張所（川尻蚕
片倉製糸の蚕種生産体制の構築
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室）新設の案件が上呈・認可される（11）。この
案件内訳は、敷地00坪（買入代金00円）、建
物（建坪121坪4）代金,142円、合計,42
円であった。建物の内訳は、蚕室瓦葺平家建
坪（地下室20坪2付）代金,円、食堂・
寄宿舎瓦葺平家建（建坪2坪）代金1,20円、
便所・廊下トタン葺平家建（建坪2坪4）代
金12円、連絡廊下トタン葺平家建（建坪2坪）
代金0円、雑工事及び雑費10円である。蚕種
製造家・黒松伝七の蚕室買収を断念し、同地に
川尻出張所を新設する方向で決着し、その分片
倉蚕業試験所の移転新築が遅れたもののようで
ある。
（3）蚕業試験所研究員の業績と表彰
①　小針喜三郎の研究業績
戦前期に片倉普及団試験研究部及び片倉蚕業
試験所において、研究員（技師・技手）として
蚕品種及び蚕児生理に関する試験研究に活躍し
た人物としては、片倉普及団試験研究部長及び
片倉蚕業試験所長の小針喜三郎博士のほか、室
賀兵左衛門、丸山徳雄、小岩井桂三、倉沢一二
三、中原勇平、福田宗一、金子哲郎、大槻正三、
藤本直正が知られている（120）。上記研究員の中
でも、代表的片倉製蚕種＝満月の育成者である
小針喜三郎が試験研究部と蚕業試験所を通じて
中心的役割を果し、室賀兵左衛門と共に両者が
双璧を成すものといえよう。小針・室賀両人は、
共同研究者として屢々研究業績にその名を示
している。また、福田宗一は、10年代末か
ら40年代初めにかけて顕著な業績を残す。小
針喜三郎の主要な研究業績（120 ～ 40年）は、
以下の通りである。
（120年）　「二化性不越年蚕種の卵色につい
て」（『蚕業新報』2-2、24）
（120年）　「蚕蛾の交尾時間について」（『大
日本蚕糸会報』2-、）
（120年）　「蚕卵に対するレントゲン線の放
射について」（『大日本蚕糸会報』
2-40）
（121年）　「発蛾と光との関係について」
（『蚕業新報』2-4）
（122年）　「一代雑種と原種の産卵数につい
て」（『大日本蚕糸会報』1-1）
（122年）　「随時人工孵化法を中止させる蚕
種の価値如何」（『大日本蚕糸会
報』1-1）
（12年）　「人工孵化施行前における蚕種の
一時冷蔵について」（『蚕業新報』
1-0）
（124年）　『実験蚕種の人工孵化法』単行本、
蚕糸雑誌㈱
（124年）　「蚕卵の人工孵化施行上注意す
べきことの二つ」（『蚕業新報』
2-2）
（124年）　「普通浸酸法における刺戟量の安
全圏について」（『大日本蚕糸会
報』-）
（12年）（共同研究）　「産卵後の保護温度
と人工孵化施行適期との関係試
験」（『蚕業新報』-）
（12年）（共同研究）　「産卵後の保護温度
と人工孵化施行適期との関係試
験」（『蚕糸』1-1）
（12年）　「バラ種についての参考」（『蚕業
評論』1-2）
（12年）（共同研究）　「蚕卵の塩酸孵化法
が蚕児の奇形形成に及ぼす影響
について（第1報）」（『蚕業新報』
4-401、402）
（12年）（共同研究）　「塩酸孵化法施行上
における蚕卵の一危険時期につい
て（結論）」（『蚕業新報』-40）
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（12年）（共同研究）　「越年性蚕卵の洗落
と胚子の活性化との関係について
（散卵の不時発生の問題）」（『蚕業
新報』-411）
（12年）（共同研究）　「蚕卵の催青に関す
る研究（第1報）塩酸孵化種の催
青温度について、催青中各時期に
おける塩酸孵化種の高温に対す
る抵抗力について」（『蚕業新報』
-41）
（10年）（共同研究）　「催青卵の抑制につ
いて　蚕卵の催青に関する研究
（第2報）」（『蚕業新報』-44）
（10年）（共同研究）　「家蚕の交互雑種の
性質についての研究」（『日本蚕糸
学雑誌』1-4）
（10年）　「五齢蚕座面積の広狭は蚕児の生
理並びに繭質に影響ありや」（『蚕
業新報』-44）
（10年）（共同研究）　「家蚕繭質の相関関
係について（第1報）」（『応用動
物学雑誌』2-）
（12年）（共同研究）　「蟻蚕の抑制につい
て」（『蚕業新報』40-42）
（12年）（共同研究）　「塩酸孵化種の冷蔵
について」（『片倉蚕業試験所報
告』1-1）
（12年）　「破風抜繭の研究（第1報）破風
抜繭の系統淘汰並びに遺伝」（『片
倉蚕業試験所報告』1-1）
（12年）　「紫外線による家蚕形質の鑑識に
ついての研究（第1報）」（『片倉
蚕業試験所報告』1-1）
（1年）　「飼育環境を異にせる繭の各形質
間の相関関係について」（『日本蚕
糸学雑誌』4-2）
（1年）　「飼育環境を異にせる繭の各形質
間の相関関係について」（『蚕糸界
報』42-4）
（1年）　「紫外線による家蚕形質の鑑識に
ついての研究（第2報）繭の蛍光
色と雌雄性との関係」（『日本蚕糸
学雑誌』4-2）
（1年）（共同研究）　「胴切繭の系統分離
及びその遺伝」（『日本蚕糸学雑
誌』4-4）
（1年）（共同研究）　「群出した異常蚕児
の観察」（『応用動物学雑誌』-4）
（1年）（共同研究）　「繭糸の部分的繊度
についての研究」（『日本蚕糸学雑
誌』-1）
（1年）（共同研究）　「繭糸長淘汰の結果
について」（『日本蚕糸学雑誌』
-1）
（1年）（共同研究）　「汚れ繭について」
（『日本蚕糸学雑誌』-1）
（1年）（共同研究）　「潰れ繭に関する研
究」（『日本蚕糸学雑誌』-4）
（1年）　「家蚕の有孔繭について」（『応用
動物学雑誌』10-）
（1年）（共同研究）　「蚕蛾の脱繭不能に
ついて」（『日本蚕糸学雑誌』-2）
（1年）　「家蚕における繭綿淘汰の結果」
（『遺伝学雑誌』14-）
（1年）　「事変下の養蚕業と昭和育につい
て」（『蚕糸情報』）22-4）
（1年）　「上簇環境による繭質の変化と蚕
品種との関係」（『日本蚕糸学雑
誌』10-4）
（1年）（共同研究）　「異状繭糸について」
（『日本蚕糸学雑誌』10-）
（1年）（共同研究）　「蚕蛾の脱繭不能に
ついて（続報）」（『日本蚕糸学雑
誌』10-）
片倉製糸の蚕種生産体制の構築
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（140年）「系統淘汰による家蚕の繭質に関
する研究」（『片倉蚕業試験所報
告』1-2）
上記片倉普及団試験研究部及び蚕業試験所に
おける小針喜三郎の優良蚕品種の育成改良に
関する基礎研究報告の内、120 ～ 24年までは、
小針喜三郎単独の研究報告であり、その執筆
本数は10本である。12 ～ 40年までは、小針
喜三郎単独の研究と室賀兵左衛門との共同研究
を中心に、金沢一二三、金子哲郎、小岩井桂三、
中原勇平との共同研究が含まれている。
②　蚕業試験所社員の表彰
片倉製糸は、蚕業試験所社員の中から業績顕
著な功労者を表彰し、賞品・賞金を授与してい
る。
12（昭和2）年12月2日に片倉普及団試
験部長・小針喜三郎は、二化性満月の造成功労
者として片倉本社表彰規程により表彰され、賞
金千円が贈与される（121）。「満月種ノ特長」は、
「蚕児ハ極メテ強健ニシテ繭ノ解舒良ク糸量豊
富ナリ」と高い評価を得ている。満月は、片倉
製糸が開発した同社代表的蚕品種である。なお、
小針喜三郎は、12（昭和4）年1月1日に欧
米蚕糸業視察のため神戸港より日本郵船の鹿島
丸にて出発し、フランス、イタリアを中心にド
イツ、デンマーク、イギリス等を巡り、月末
日に帰国する（122）。 ヶ月余の欧米蚕糸業の視
察旅行であった。
11（昭和）年10月2日には、小針喜三
郎現業長（蚕業試験所長）は、発明考案（人工
孵化枠）に対し、片倉本社より表彰され、賞状、
賞品及び報奨金0円を贈与される（12）。
14（昭和1）年月24日に工場長会議開
催し、片倉製糸の「発明考案奨励規程」により
表彰式を挙行する。蚕業試験所から小針喜三郎
（農学博士）と福田宗一がそれぞれ表彰され
る（124）。小針喜三郎の表彰理由は、「蚕品種の研
究に従事し、優良品種の育成と蚕品種改良に関
する有益なる基礎的研究をなし、社業に裨益す
る所大なり」とするものであった。福田宗一の
表彰理由は、「蚕脱皮及び変態のホルモン機能
に関する研究をなし、蚕品種の育成並に育蚕に
貢献して社業に裨益する所大なり」であった。
なお、小針喜三郎（蚕業研究所長）は、14
（昭和22）年2月2日に取締役に就任する（12）。
片倉同族以外からの抜擢である。
おわりに
片倉製糸は、昭和恐慌渦中に事業組織改革の
一環として「各所事務分掌規程」を改正し、一
代交配蚕種普及団及び蚕種製造所、蚕業試験所
の職制、業務組織を整備する一方で、繭特約取
引の拡大に対応した自社製蚕種の製造施設の拡
充と高級生糸生産に不可欠な蚕種改良を図るた
めに、片倉普及団試験研究部及び後の蚕業試験
所において原蚕種の製造のほか、蚕品種・蚕児
生理に関する試験研究に鋭意努める。この試験
研究部門においては、従業員の各種研修制度を
設けるほか、従業員によって組織された蚕玉会
の活動により従業員の知識・技能向上及び山積
する研究課題の共有と解決に一団となって向か
う組織的行動を確認することができる。在来蚕
種の製造業者や中小蚕種製造家（一代交雑種）
を遥かに凌ぐ蚕種製造及び試験研究設備の建設
と小針喜三郎に代表される片倉普及団の優れた
研究員たちによって、片倉独自の優良蚕品種で
ある満月、豊白、豊黄、瑞祥、大安、栄光、分
離白一号などを選出育成することができたので
ある。
片倉普及団試験研究部、後の蚕業試験所の製
造による原蚕種の飼育分場は、長野県を中心に
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岐阜県、山梨県に及び、長野県内においては
東・西筑摩郡、諏訪郡、南佐久郡、南安曇郡な
どの地域に分布していた。これら原蚕種は、片
倉普及団保有の貨物自動車（アメリカ車）を使
用して運搬し、また鉄道を利用して普通蚕種を
日本各地の片倉諸製糸所へ、原蚕種飼育分場か
らの種繭を片倉普及団へ、それぞれ輸送してい
たようである。
なお、原蚕種飼育分場員家族や片倉普及団従
業員たちには各年慰安会が開かれ、慰労や奨励
金の交付などを行うほか、社員表彰等も行って
いた。
片倉製糸の地方蚕種製造所、即ち福島蚕種製
造所、姫路蚕種製造所、佐賀蚕種製造所（佐賀
県是蚕業株式会社）、福岡蚕種製造所（九州蚕
種株式会社）等については、別稿において究明
する予定である。
〈註〉
（1）近年の日本蚕種業史研究としては、清川雪彦
「蚕品種の改良と普及伝播（上・下）」（『経済研
究』第1巻第1、2号、10年）、松村　敏「大
正・昭和初期における蚕品種統一政策の展開」
（『農業経済研究』第巻第4号、12年）、同
「養蚕業の発達と蚕種商人の動向」（『土地制度
史学』第104号、14年）、鈴木達郎「大正・
昭和初期における富農的蚕種業経営の展開と
挫折」（『経済科学』第0巻第1号、12年）」、
同「大正・昭和初期における蚕品種の動向と蚕
糸業」（『土地制度史学』第111号、1年）な
どがある。
　　なお、近代日本蚕種業について言及している
著作としては、楫西光速編『現代日本産業発達
史XI・繊維（上）』交詢社出版会、14年、石
井寛治『日本蚕糸業史分析』東京大学出版会、
12年、瀧澤秀樹『日本資本主義と蚕糸業』
未来社、1年などがある。
（2）片倉製糸紡績株式会社考査課編『片倉製糸
紡績株式会社二十年誌』141年、20 ～ 22頁。
以下特に断わらない限り、同書に依る。
（）清川雪彦『日本の経済発展と技術普及』東洋
経済新報社、1年、1 ～ 2頁。
（4）前掲　楫西光速編『現代日本産業発達史XI・
繊維（上）』4 ～ 44頁。
（）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。同規程は、翌月1
日開催の片倉取締役会に「過般ノ重役会ニテ決
定セラレタルモノ」として「参考添附」される。
（）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。『昭和四年度　取締役会議
案綴　庶務課』。『昭和五年度　取締役会議案綴
　片倉製糸紡績会社庶務課』。『自昭和五年一月
至昭和六年十二月　取締役会議案綴　本店庶務
課』。『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡
績株式会社』。『昭和八年度　取締役会議案綴　
片倉製糸紡績株式会社庶務課』。
（）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（10）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社』。
（11）同上。
（12）『昭和十一年度　取締役会議案綴　本店庶務
課』。
（1）『昭和十二年分　取締役会議案綴　本店庶
務課』。以下同。この敷地は坪当り1円、代
金,1円4銭で買収したようである。なお、
前述の如く、前年月日付片倉取締役会の決
定に基づく敷地買収は、坪当り12円であった。
（14）『昭和五年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績会社庶務課』。当初、湖畔分場の呼称予定で
あったが、川岸分場に帰着する。
（1）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（1）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。
（1）同上。以下同。
（1）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（1）同上。以下同。
（20）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。
（21）『昭和四年度　取締役会議案綴　庶務課』。
（22）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
片倉製糸の蚕種生産体制の構築
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社』。
（2）『昭和五年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（24）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。以下同。
（2）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（2）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（2）同上。
（2）前掲 『片倉製糸紡績株式会社二十年誌』241
頁。
（2）『昭和四年度　取締役会議案綴　庶務課』。
（0）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。
（1）本多岩次郎編『日本蚕糸業史』第三巻、大
日本蚕糸会、1年、「蚕種史」14頁。
（2）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。以下同。
（）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。『昭和九年度　取締役
会議案綴　片倉製糸紡績株式会社庶務課』。以
下同。
（4）『昭和十四年分　取締役会議案綴　本店庶務
課』。なお、前回の取締役会（月日）にはこ
の案件は、「保留」となっていた。
（）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績株式会社庶務課』。
（）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
生糸製造業者ノ委託ニ依リテ為シタル蚕種製造
者ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。
（）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。
（）前掲　本多岩次郎編『日本蚕糸業史』第三
巻、「蚕種史」14頁。以下同。
（）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。
（40）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（41）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。
（42）同上。以下同。
（4）同上。『昭和四年度　取締役会議案綴　庶務
課』。以下同。
（44）『昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役会
議案綴　本店庶務課』。『昭和五年度　取締役会
議案綴　片倉製糸紡績会社庶務課』。以下同。
（4）同上。
（4） 同上。
（4）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。以下同。
（4）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。『昭和五年度　取締役
会議案綴　片倉製糸紡績会社庶務課』。以下同。
（4）同上。以下同。
（0）同上。以下同。
（1）同上。以下同。
（2）『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡績
株式会社』。『昭和八年度　取締役会議案綴　片
倉製糸紡績株式会社庶務課』。以下同。
（）前掲　瀧澤秀樹『日本資本主義と蚕糸業』
10 ～ 12頁。
（4）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
生糸製造者ノ委託ニ依リテ為シタル蚕種製造者
ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。以下同。
（）『昭和十一年版　製糸業参考資料』全国製糸
業組合連合会、1～ 頁。以下同。
（）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
生糸製造者ノ委託ニ依ﾘテ為シタル蚕種製造者
ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。
（）平塚英吉編著『日本蚕品種実用系譜』財団
法人　大日本蚕糸会蚕糸科学研究所、1年、
2頁、 ～ 頁。
（）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
株式会社庶務課』。
（）同上。
（0）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（1）『自大正十五年五月至昭和四年十二月　取締
役会議案　庶務課』。
（2）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。以下同。
（）前掲　平塚英吉編著『日本蚕品種実用系譜』
 ～ 4頁。
（4）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。以下同。
（）前掲　平塚英吉編著『日本蚕品種実用系譜』
頁。
（）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
株式会社庶務課』。
（）同上。『昭和二年度　重要事項記録　片倉製
糸紡績会社庶務課』。『昭和四年度　重要記録　
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専修大学社会科学年報第 44 号
片倉製糸紡績会社』。『昭和五年度　重要事項記
録　片倉製糸紡績会社庶務課』。以下同。
（）小針喜三郎（大日本一代交配蚕種普及団）
「欧州直輸入の「バラ」種に就て」（『大日本蚕
糸会報』第1号、大正年2月1日発行）1
頁。
（）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。『昭和四年度　重要記録　片倉製
糸紡績会社』。『昭和五年度　重要事項記録　片
倉製糸紡績会社庶務課』。『昭和六年度　重要事
項記録　片倉製糸紡績会社』。
（0）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。以下同。
（1）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社』。
（2）同上。
（）『諏訪郡蚕種業ノ変遷』長野県蚕業取締所上
諏訪支所、昭和年4月（『長野県史』近代史
料編、第五巻（三）、長野県、10年、2頁、
所収）。
（4）『種繭飼育分場地帯としての長野県南佐久
郡』長野県蚕業取締所野沢支所、長野県蚕種業
組合南佐久支所、昭和11年11月（『長野県史』
近代史料編、第五巻（三）、長野県、 ～ 40
頁、所収）。
（）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。前年の12年月2日に木祖村
内の小木曽分場長と菅分場長が片倉普及団に来
所し、蚕業取締所主唱の原蚕種飼育分場組合加
入の可否について協議しており、木祖村大字菅
にも片倉普及団の原蚕種飼育分場を設置してい
たことが判明する（『昭和四年度　重要記録　
片倉製糸紡績会社』）。昭和4年月設立の木祖
村繭育改良組合（組合員10人）の蚕種製造者
として、片倉製糸（他の蚕種製造者名と共に）
の存在が確認できる（農林省蚕糸局編『昭和七
年六月　蚕児飼育場所及蚕種製造場所ニ関スル
調査』～0頁）。
（）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）農林省蚕糸局編『蚕児飼育場所及蚕種製造
場所ニ関スル調査』昭和年月（『長野県史』
近代史料編、第五巻（三）、長野県、2 ～ 2
頁、所収）。
（）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）『諏訪郡蚕種業ノ変遷』長野県蚕業取締所諏
訪支所、昭和年4月（『長野県史』近代史料編、
第五巻（三）、長野県、2頁、所収）。
（0）農林省蚕糸局編『昭和五年三月　蚕種製造
ヲ為ス会社、組合其ノ他ノ団体調』22、2頁。
（1）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（2）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（）同上。
（4）同上。『昭和二年度　重要事項記録　片倉製
糸紡績会社庶務課』。『昭和五年度　重要事項記
録　片倉製糸紡績会社庶務課』。『昭和六年度　
重要事項記録　片倉製糸紡績会社庶務課』。
（）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。
（）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。以下同。
（）『昭和五年　長野県統計書』第二編、長野県、
4 ～ 104頁参照。
（）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。「特約運送店貨物取扱手数料比較
表」（『自大正十三年至昭和三年　所長会議関係
雑書類　片倉製糸紡績株式会社庶務課』。
（0）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。以下同。
（1）同上。『昭和二年度　重要事項記録　片倉製
糸紡績会社庶務課』。『昭和五年度　重要事項記
録　片倉製糸紡績会社庶務課』。『昭和六年度　
重要事項記録　片倉製糸紡績会社庶務課』。
（2）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。以下同。
（）『片倉製糸紡績株式会社二十年誌』 ～
頁。
（4）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
片倉製糸の蚕種生産体制の構築
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会社庶務課』。
（）同上。以下同。
（100）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。以下同。
（101）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（102）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（10）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（104）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（10）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（10）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（10）前掲　平塚英吉編著『日本蚕品種実用系
譜』頁。以下、片倉製糸育成蚕品種に関して
は、同書による。
（10）片倉交雑蚕品種に関しては、『片倉製糸紡
績株式会社二十年誌』20 ～ 2頁参照。
（10）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締
役会議案綴　本店庶務課』。
（110）同上。後の蚕業研究所の職制は、所長の下
に総務課、研究課、原種課が配置される。
（111）『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡
績株式会社』。以下同。
（112）同上。
（11）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸
紡績株式会社庶務課』。
（114）『自昭和八年九月至昭和十年十二月　取締
役会議案綴　庶務課』。『昭和十年度　取締役会
議案綴　片倉製糸紡績会社』。以下同。
（11） 同上。以下同。
（11）『昭和十四年分　取締役会議案綴　本店庶
務課』。この設置理由は、「従来蚕種、原蚕種、
種繭及母蛾ノ保護冷蔵ニハ普及団冷蔵庫ノ一部
ヲ使用シ居ルモ作業ノ確実ト敏速ヲ期シ難ク催
青室ハ物置ノ一部ヲ充テ設備極メテ不完成ニシ
テ温湿度調整装置ハ蚕品種ノ特性調査及育成上
絶対必要ニシテ将来仝装置ノ利用ニヨリ解決ヲ
俟ツベキ問題多キヲ以テ冷蔵庫、催青室及温湿
度調整装置ノ三者ヲ含ム一棟ヲ設置シタシ　温
湿度調整ハキャリヤー式ニ依リ1000立方呎ノ
飼育室三室ヲ華氏六〇度ヨリ九〇度迄ノ任意ノ
温度五〇％ヨリ一〇〇％迄ノ任意ノ湿度ニ調整
シ得ル装置ナリ」とするものであった。
（11）『昭和十一年度　取締役会議案綴　本店庶
務課』。以下同。
（11）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸
紡績株式会社庶務課』。以下同。
（11）『昭和九年度　取締役会議案綴　片倉製糸
紡績株式会社庶務課』。以下同。
（120）『昭和2年2月現在　蚕業研究所概要』片
倉工業株式会社、 ～ 頁。以下同。
（121）『昭和二年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。以下同。
（122）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（12）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡
績会社庶務課』。
（124）片倉工業株式会社調査課編『片倉工業株式
会社三十年誌』11年、「年表」10 ～ 11頁。
（12）同上、1頁。
